




























































































択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 コード・ネームの理解に基づく、正しい打鍵の選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4
移調に際し、音程の理解に基づ





の選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
楽譜の読み取りに基づく、楽曲の
理解 ○ ○



















実施 問題 正答 それ以外に示された用語
H30後期 だんだん速く accelerando sempre
　地域限定 指ではじく pizzicato moderato
とても弱く pp mp
もとの速さで a‌tempo brillante




H29後期 さいしょの速さで tempo‌primo tempo‌rubato
















H27 ダル・セーニョ セーニョに戻る 始めに戻る　終わり
　地域限定 リピート 繰り返す 明るく　自然に
ダ・カーポ 始めに戻る 続ける　カーポに戻る
フィーネ 終わり 荘厳に　さみしく
H27 スタッカート 音を短く切る 歌詞を短く切る　曲を短く切る
　 アクセント その音を特に強く 意識的に演奏する　驚きをもって
レガート なめらかに はっきりと　決然と
テヌート その音の長さを十分にたもって なめらかに　少し遅く















（maj） m 7 dim aug maj7、M7 m7
H30後期・地域限定 F Dm G7 Am7
H30前期 G♭ Fm C7 Faug
H29後期・地域限定 B♭ A7 Daug Gmaj7
H29前期 D♯、A♭ Cm C♯7
H28後期・地域限定 D、E♭ E7 Gdim
H28前期 E♭ Gm E7 Adim
H27地域限定 F Am D7 Fdim
H27 B♭ Dm C7 Cdim
H2６筆記再試験 A♭ Bm A7 CM7































実施 要因 対策 問4と問５の連動
H30後期・地域限定 最高音が歌いにくそう ハ長調へ移調 なし
H30前期 高い音が歌いにくそう 長2度下の調に移調 あり
H29後期・地域限定 一番低い音が不安定で歌いにくそう 完全4度上の調に移調 あり
H29前期 歌い始めの音が低く、歌いにくそう 長2度上の調に移調 あり
H28後期・地域限定 最高音が歌いにくそう ヘ長調に移調 なし
H28前期 一番低い音が不安定で歌いにくそう 完全５度上の調に移調 あり
H27地域限定 高音部が歌いにくそう 完全4度下の調に移調 あり
H27 一番低い音が不安定で歌いにくそう 完全4度上の調に移調 あり
H2６筆記再試験 高い音が歌いにくそう 長2度下の調に移調 あり
























実施 問題文 正答 調号
H30後期・地域限定 変ホ長調の階名「ソ」は、音名「変イ」である。 ×（変ロ） 3♭
H30前期 ニ長調の階名「ミ」は、音名「ヘ」である。 ×（嬰へ） 2♯
H29後期・地域限定 ヘ長調の階名「ファ」は、音名「変ロ」である。 ○ １♭
H29前期 ト長調の階名「ミ」は、音名「変ロ」である。 ×（ロ） １♯
H28後期・地域限定 ヘ長調の階名「ラ」は、音名「変ロ」である。 ×（ニ） １♭
H28前期 ニ長調の階名「ファ」は、音名「嬰ト」である。 ×（ト） 2♯
H27地域限定 イ長調の階名「ラ」は、音名「嬰ヘ」である。 ○ 3♯
H27 ヘ長調の階名「ファ」は、音名「変ホ」である。 ×（変ロ） １♭
H2６筆記再試験 変ロ長調の階名「ファ」は、音名「変ホ」である。 ○ 2♭
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継ぐ日本の子どもの歌－唱歌童謡140年の歩み』p4６．
まど・みちお・山本直純（19６６）「一ねんせいになったら」全国大学音楽教育学会（編
著）（2013）『明日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌－唱歌童謡140年の歩み』pp152 -
153．
文部省唱歌（1911）「かたつむり」全国大学音楽教育学会（編著）（2013）『明日へ歌
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槇みのり・峯陽・越部信義（19６６）「おばけなんてないさ」全国大学音楽教育学会（編
著）（2013）『明日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌－唱歌童謡140年の歩み』pp15６ -
157．
i 執筆の担当は、「１．目的」「2．本学の音楽科目と実習における音楽活動の実態の
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― 130 ―
東北文教大学・東北文教大学短期大学部教育研究　第９号
